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近
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摩
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朌
料
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缺
い
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は
運
營
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不
能
で
^

る
と
い
ふ 

，.
周
知
の
事
實
か
ら
、

は
ゎ
が
爾
の
戰
峙
輸
送
力
の
最
も
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耍
な
耍
素
と
さ
れ
尤
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
作
戰
輸
送
の
慘
め
カ

燃
料
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、
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ょ
る
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行
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へ
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船
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輸
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膨
爭
末
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殆
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申
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ふ
'i
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ふ
狀
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た
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^

ヵ
低
下
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第
ニ
表
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尔
す
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く
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あ
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之
等
鐵
道
以
外
の
交
通
機
關
の
輸
送
力
に
關
す
'る
分
析
は
他 

、
の
機
會
に
讓
つ
て
、
以

下
1:
:

货
て
は
、
之
等
が
國
鐵
に
直
接
に
顯 

敦
な
影
響
を.取
人
た̂

^

に
於
て
-
.、そ
の
場
合
に
當
つX.
之
等

へ…

lr.
L 
ノ

:
r
r
l
.
.
r
J
V
T
\
v
‘
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國鐵、地鐵、顿逍の營業收人比校（耶位石.柳 】丨) . 第•四炎

五

ハ

* '  x \ ：- '•， '  ■ ■~~：------

m 收 入 n 物 收 入 ，

_ 娘 .顧 軌 逍 計 W i 鐵 : 地 鐵 軌 逬 , 計 .

' 昭 和 1 2 年 度 3 5 0 j ， ’  7 5 '  ' 1 2 0 、 5 4 6 , 2 8 3 '  2 4 . 1

-■ •' /  

3 0 8

1 3 ■ 4 0 3

88
1 3 8 ' ， 6 2 7 • 3 2 5 '  2 8 1 '  3 5 2

• 1 4  、 ， 5 0 8 1 1 5 1 6 3 7 8 5 3 8 4 2 9 1 - 3 9 4

1 6 6 0 2 1 4 8 1 9 0 9 3 3 > 3 8 1 1 8 2 4 1 5

1 6 ' ン . 6 7 5

V

. . 1 7 1 2 1 3 ’ 1 , 0 5 9 3 9 1 、 3 4
， 2

' ' 4 2 7

n 、 m

1

2 2 6 , . 2 4 2 1 , 3 3 2 4 6 1 4 3 : . . 2 5 0 6

1 8 ’ 1 , 0 6 4

'  1

2 9 7 2 8 5

■

1 , 6 4 6 , 5 1 7 4 5 2 , 5 6 5

ぶ*^? ^ r^vi^ 十《丨、供ソ•は肌斧伙へ丨ドに于何例
奰 © 、 郅 吟 物 運 莨 、 人 場 ' に 丧 る 散 人 を 含 め て

. ゐ る ， . ' . . . . ' 十 • . 八. . . ， • ' . . .  ， ： ， . - . .  ■ • " 、 ’ ....

-
"

‘に

於
-c
{̂

旣
に
聚
!;
>
\
,べ
比
'率
を
低
下
し
て
，ゐ
る
。、
郎
ち
ハ
戰
前 

り
闹
鐵
はf

觀
，賃
收
入
に
於
て
姒
六
割
、
貨
物
述
貨
收
人
に
於



- て
，
は

九

割

餘

の

比

取

¥

ト
：1
'め

、
.
風

に
第
四
表
にょ
る
時
は
、
昭
、 

V

ー
和
十
ス
年
に
於
て
1

運
賃
收
入
穴
五
^
、

•

貨
物
運
赁
收
人
九 

,
 
ー
％

と
な0.
.て
、

そ
の
比
軍
は
稍
强
化
ケ
へ
$
、れ
て
ゐ
る
ミ
か 

'
'く
て
、
阀
鐵
輸
送
に
就
，て
旯
る
事
に
ょ
つ
て
わ
が
鼢
の
全
鐵
通 

軌道の輸送の̂

を知り将

-i
:
,ぅ

レ

、そ
れ
は
更

に

、わ
が 

闕

，の
全
‘
體

の

貨

物

旅

客

.
の

動

き

に
就
て
も

極
め
て
多
く
-の
事
を 

語
る
で
办
ら
ぅ>0
.• 

r 

. 

V
,

笊
ニ
都
戰
時
に

•於
け
る
輸
送
！
§
耍
の
增
大

 

「

.、

，

亡
4

生
鹿
A

輸

遂

書.

八
、
涵

遍

管

货

身:s

' 

,
交

通

機

亂

の

提

供

す

る

輸
-S
は
、
旅
客
輸
送
と
貨
物
輸
遂
I
:
;

に
：5
<別
名
办
る
が
、

そ
の
仞
れ
も
が
、
势
働

力

.の
輸
滋
i

い
ふ
パ 

、
•
形

或

ひ

は

原

料

，
生
產
要
ル
’の

輸

兹

と

い

ふ

形

に

於

て

は

痕

接

, 

に
V

生
產
伽
の
翁
送
と
い
ふ
形
に
於
て
は
間
接
に

<>
也
遼
に
寄 

與

ず

る

も

，の

で

あ

る

。

N0

み
な
ら
中
、
,生
產
に
對
す
る
寄
與
の
■.
 

K

接
間
接
た
る
を
問
は
中
、
分
美
久
換
經
濟
の
現
诳
に
，於
て
は 

—

. 

'
昭
利
ナ
ニ
印
似
降
の
阔
鼢
の
蟓
送
ド

-關
す
る
統：̂
 
'
‘

陳鐵、雄鐵、' 軸道の齊燊比較 ’

c m ひ)

紙

* m  . 鐵 .地 鐵 ’ 1 ’ 逍 、 計 ，

嫌 末 ， _• \ . ■ ：•
ハ ' . ' ' い ( t *

營 _ 線 路 . 籽  

承 纖 .

'  1 7 , 5 3 0 . 1 7 , 0 8 9 . 2 、 2 , 3 7 3 . 0 2 5 , 9 4 2 . 3

f 櫥 關 埤 輛 « 、 4 , 2 3 5 8 9 3 , 9 7

■• « • . c. •

V  5 , 2 2 5

客 ： . 淹 輛 '  1 1 , 1 7 3 ’  4 , 3 3 $ 6 , 5 3 3 2 3 , 0 4 4

货 . ， 难 輛 7 3 , 1 8 4 . 2 1 , 2 3 6 1 , 6 8 3 8 6 , 1 0 3 j

% ’ 計 輛 、 8  民  5 9 2 * 1 6 , 4 6 7 良 3 1 3 . 1 1 3 , 3 7 ^  

3 2 0 :
徉 業 漓 数 千 人 2 2 8 4 1 ‘ : 5 1

，旅 客 人 員 • 西 萬 人 * 1 , 0 5 9 ] 5 7 6 . 1 , 7 0 0 3 , 3 3 5

- 旅 咨 蜱 A 百 糊 *  2 7 4 6 9 ‘ 1 1 4 ‘  4 5 7

貨 物 屯 數 W 萬 屯 ’ - 8 9 3 0 ' , 2 • 1 2 1 ;

f t 物 收 入 l i 1萬 阊

. . . - ' ■ .ふ : ' ' /  1-

’ 2 5 1

— i _ . . .  - •

： 2 2

‘  ‘ I

1 2 7 4

. 1 .

陶鐵の

:

E

.

.

T

 

.

0

ょ

,

有

”、

丨M

总

度

陳

制
？
；

11
7

1

丨
S

3

印
如
る 

系

^

よ

i
 

i 

J

«

就
要 

m

に
逝

f
-

道
鐵 

i
 
%動

谟 

-
.eT
道
.
尔 

:

就

鏺
1 9 

的

：
方

和 

.

瞬
地
叩
、
 

:、
國.，V
は

, 迤铳計に、观万鐵坶軌迫■に就ては眧和 
( 2 ) 上^ !以外i獨 和 1夺尔度鐵近要覽/ i ょる

' ，戰苹中に於け名汽船而^ 輪遂實饋c m - r ^ o  . •
—"  ̂ 一*'----   -V---------------   一 —" *_______  一  *

J

t
笫1>4  半 j{/j 笫2 = 4ゃ别 第3=時别

- •?~—— —• 
第4亡4賴 計

1 7 >  
1 8  々

1 9 ク ’
• 、 20 ■ク

% 9；448.4 
9,141.7 
5,826.2
2,96&4

1 . 1

• t ■ ■
11,090.8
7,887.6
4,182.2

一二: ....

\ ：ぃ..V ... ■—
1'10,817.3 

_ . 6,616.4 
、、3,745.1

/ 、-

8,604.7 
..9.149,9 

, • 5,54&0 
3；89&8■■ t ■ ...9 . r . . . . . . . . . . .

48i731.9 
40,532.4 

< 29,493^' 
17,152.3

詫 C2) I 觀 | だ！^ 1•屯4 月 1 日 跋 縣 ~ ：

‘

に

就

て

、
觸

れ

'
る

に

止

I.
 

.
1 

.
 

JI.
, 

: 
.
. 

•
i
.

.

.
-
.
.
/
.
,
. 

♦ 

. 

r'J 

.
i
.
.
:
.
.

: 

‘

.

ま

る
*こ

と

；：
す

る
9 
メ
， 

へ
ニ)

ゎ

が

國

め

謹

：
；
^

s

^

«

_

€

. 

'
'の
卜
：

f

め

レ

抛

位

一
 

,

次

に
•わ

がB

の

鐵 

道

に

於

て-®
鐵

が

ど

1

:1
■

比

熱

讓

•

6-
6

の

で

あ

名

か

に
 

•就

て
^

ょ

ぅ

。

第
'三

表

に

あ

ら

は. 

れ
_,?
:
阈

鐵

以

外

に

於
'

'

1

系

運

ぬ

-軌

迸

切

放

容

人

數

■? 

あ

る

、
,

、

舜

業

路

•線
 

ば

办

斌

：
距
_

で
_

炎

關̂

 

l-
-

^

i

i

.驚

■

だ



-

.> <
:

，
咕
I I
I

r

 

U

ホ

以

降

のM l

蛾

の

愉

送

に

駙

ナ
- S
.

絲

計

• 

•

‘ 

,
ノ
4k
^

to
„前
提
的̂

礎
的
な
地®'
を

さ

，へ

占

め

.る
も
の-

へ
よ
. 

,

.ぅ
。.
そ
れ
故
に
、
坐
度
吖
擴
張
-は
、
比
佩
的
と
は
云
へ
な
’い
が 

'

相
關
的•に
、.
_輸
送
の
增
尤
を
伴
ふ
の
で
あ
つ
T'
、
邱
の
事
は
決 

,
し
て
無
规
し
從
ぬ
所
で
あ-/
る
。
 

^

;
之
.に
關
じ
て
は
然
レ
次
の
三
默
.を
考
撤
せ
ね
ば
，な
ら
な
い
。
、 

第

；'
!

^輸
遂
が
、
-

一

般

的

に

待

は

ぎ

か

る

様

に

鐘

「

量」 

.
の

問

题

と

し

て

取

扱

は

れ

屢

合
(;
は
、-
例
へ
ば
石
炭
を
中?£
.

-
.
.
.
.
.
.
-
> 

-r. 

. 
• 

V- 

- 

- 

. 

., 
V,.-.. : \ 

. 

..-- 
V- 

. •■•
 

. 
V...

.プ....

:)

謂
|

;

1圖
功
_

谨

亦

:-
»

疆

«

_

«

ヵ
翁
纸̂
^

;親

裏

_
響
逆

/̂

丁
ー
業
陲
と
の
靡
情
の
相
違
が
大
き

'な
耍
素
と
し
て
作;|
]

ず
'5
. 

で
あ
；ら
ぅ
。

第
二
に
、
凡
f

る
輪
送
が
生
產
に
對
し
て
’精

密

に
，
‘

.

相
關
別
な_

聯
を
持
つ' 
I
は
运
へ
な.い
。/
旅

摔

輸

猃

の

場

合

に

， 

•
は

特
-̂

こ
似
こ
と
が
顯
潜
な
め
で
^

つ
て
、
例
へ
ば
 

一.
5
7C
-

J3 

に
於
け
か
；
^

參
荈
の
旅
容
叻
徵
到
吖
加
き
が
戰
前
一
賤
の

.
I
V
; 

象
で
あ
つ
た
し
、，又

に
兑
ら
れ
る
如脅
農
産
物
の
減席「

が 

パ
貨
々
し
旅4
^
激
-̂

を
伴
ふ̂

い
ぶ
の
が
毁
情
で
あ
る
。
*

^
;-
*
に

, 

,
,

咐
べ
猶
時
に

於
け

る
决

產
の

衡

尤
は

ハ
平

财
に

於
け

る
顿

張

博
、
 

,

,

、

&

§

5

、
特
|

な

释

的

總

ぷ

の

結

今

し

-

,

-,
* 

. 

'
，
 

\

五
例
'

•
,

(

2

0

1〕

\

•

て
、
尨
需
淹
業
の&

縮
に
快
つ
て.軍
辯
產
襄
の
獷
*

が
强
行
さ

額
::
*

:#
#

1

_

_
:-
1

«

1

嫩
ー
:1

遂
0

必

蒙

獲

f>
%t
^

は
、

異
常
セ
輸
送
の
增
^

の
原
因
と
な
る
。
交

通,*1
 

、
相

聂

問

のS

情
の
變
化
\

一

 

免
通
機
關
に
就
て
見
れ
ば
輪
.

'

送
量
の̂

域
を
澈
す
も
の
で
ぁ
つ
て
、
特
に
戰
爭
か
そ
の
意

p

> 

A

の
軍
：要.
で
ぁ
つ
た
瘳
は
後
に
見
る
如
く
で
ぁ
る

0 

, 

•
 

'

' 

.虫
淹
梢
大
に
戡t

に
せ
ょ
政
接
そ4

と
關
聯
，
V
;i1

し
な
い
に 

せ
ょ
、

-«

双
に
對
す
る
辯
靡
を
玆
に
輸
送
耑
要
と
呼
ぶ
こ
と
と
，

_

_

漏

議

裏
^

^

_

廉

_

_

:̂
.

■

は
因
_

へ

.

ぁ
ら
ぅ
。
本
篇
に
於
て
は
輸
送
ft

そ
，の
も
の
を
以
て
K

に
%

鋒r 

S

而
要
を
表
は
す&

の
と
し
て
取
扱
つ
で
ゐ
る
。

.次

に

前

述>0
處
か
ら
當
然
生
產
カ
と
し
て
の
輸
遂
カ
が
問
題 

と
な
つ
て•來
.る
。
之
に
就
て̂
後
に
觸
，れ
る
。

載

(

屢

：4
歎
欣
暮
;«
-
物
:0
_

_

1

1:
:

篇
§

疋
第
六
_

の
*」

移
を
示
し1
ゐ
"
る
。
RI
J

も
、
昭

和'1
:
'
ー'
半
を
取
举4
す
る
時
、

:

襲

霧

遨

嚴
.g

«

*

■
趣 
_

_

^

_̂

^

g

^
^

:

^

_̂;
,

阐鐵に於ける月別I t物輸送货，( 堺位W故嘲） ' * 第.7il衮
' • 4 5 6 7 8 9 10 31 >12 2 3

t *
:明初12平度 M m '；7：3 7.8 7；3 7̂ 7 8.6 8,7 ■ 9 侧 7*9 9.4 9&2

13 9.2 9,1 ，&6 a s ^8.0 8.7 場 9‘7 10,1 期 ■ 8 帅 109.6
' 14 ■ < 10.0 10. B 10,0 10.0 ；9-7 ,10.0 10.6 10.4 11.0 9^ ；9.8 11.5 122.8
,1 5 11；2 11.8 11.1 10.9 10:6 11.1 11；5猶 翻 11,1 11.0 1̂2,7 137.0

16 糊 12.5 11.5 11'，2 11.5 賴 12.1 12.3 12.7 11.1 10.6 獅 141.7
•17 12.1 越7 12.0 12.1 10.3 JL8：5 13：4 難 12.9 11,5 相2 13.3 X47.6

、. 、 18 勸 職 ■144 14.8 44.8 14,4 14.9 0L4.9 15.6 T4S 13,9 ^ .8 177.9
1-9 獅 16.0 14.8 14.6 14.6 14:4 M 14.1|13.4 12.2110.9 12,9 167.4

■ 20 , 13,4
, .‘■• •:'

14.6
i • • *

13.0
一

23,2 - a 20：2
.>..T.■ン• - ■ 

一 . 2^3 104.5

〔言10 ( 1 ) 運輸锊槳務0 やゼ料によ*る : ,

( 2 ) .昭和1 7 #迄は無货扱6 ものを餘き昭不丨丨1 8 #以降は之を'たむ 

、 、 •無灯敬のものの数姑に就いては笫九表に記敁■ v ： •
、 C3) 本表は闯磁屮錨逍丨d依さもののみの数字 '

‘輸
送
：?|
1
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
-
る
。
 

’
 

货
物
修
送#
:增
大
の
數
字
を
檢
討
す
る
た
め
に
ハ
更

l
i

第
b
 

炎
を
作
製
乜
て
兑
た
。

そ
の
.爲

に

利
7 0
し
た
资
料
で
あ
る
第
、六 

化
ー
ぃ
麓
に
^

で

蜂

病

其

衞

片-̂
顧

^

龙

貨

物

撕

數

潰

が

相

當

の

制

合
 

-

を
が
め
て
居
り
、
-
又
そ
の
增
勢
も
著
し
い
の
で
、

記
載
さ
れ
た 

‘品
卧
0

み
に
就
て
分
類
を
行
つ
て
貨
物
の

i

別
に
依
る
輸
送 

货
の
推
移
の
遨
異
を
，見
よ
•ぅ
と
す
る
ご
と
はF
:確
を
期
し
難
い 

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

ぞ
の
傾
，向
の
一

.
班
を
如
、る
意
味
に
は
利 

、

川
し
得
よ
ぅ
。

之
に
よ
れ
ば
I

比
库
的
にr

ル
て
、
'僧
加
割
合
は 

•
#
氣
\
.建
築
資
材
、
‘
燃

'«

生
活
州
品
奶
順
ヤ
あ
り
、

肥
料
に 

、至
つ
て
は
戰
氓
の
中
途
よ
り
明
か
•
に
輸
送
货
の
減
退
を
さ
へ
庚 

-
は

し

て

ゐ

る:0
全
體
>

貫
い
て
ゐ
る
も
の
ば
戰
時
經
濟
深
北
の 

.
傾
向
で
私
る"0
,
此

の

事

は

例

，
ベ

ば

、
、
，品

目

：

2
よ
つ
で
生
活
用
品 

ノ
(:
分

類
..
?
*れ

.f
x

米
C

就
て
も
、‘
そ
の
軍
^
向
部
分
の
念
增
と
い 

ふ
琪
馊
に
よ
つ
て
、
、
統
計
の
数
字
以
上
に
著
し
い
’
も
の
が
あ
る 

.

.と
恐
.は
れ
.，る
.o 

, 

.

.

.

.

■
_
更
に
策
七
表
に
於
：て
衰
大
賢
を
示
す
燃
料
、
增
加
量

e

最
大

•

昭
和
十
ニ¥

以

降

の1

:
鐵
、の

轔

遂

ビ

關

す

る

統

計

，

• 

•

，
-ゾ

.

V
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CniO C l ) 也產位は商:!:将商務W調盗の，も6 但※はダイヤモンド經濟 
統罰今:鏟昭和13年版に占る ' •
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举 凶 一 級 錄 逍  

:ノ ダィ； 卜聯邦 

ィ . ツ 岬 m
フ ラ ^ ス六大錄逝. 
イギリス叨大锁近 

イ、タリ — 闷鐵  

日 本 i n 鉗 

( ク昭和 18イ{:度）※

n
噸

1,295^
273'
331
197
338

34
81

,166

*.*. ■ .

物 旅 ，
. 客

I o r 腐噸料')
A : . 數 
乂西萬人）

人 數 っ  
C百厲人耔）

411,765 ， 446 29,734'
181,190 945 71,421

’’ 机  954, 1,489. ' 89,509.
28,730 解 :.159i \ 22,542 ,
24,580 ,J,239 ‘ 32,733 '
7,859 109. ’ 、 认 709

13,978 9?2 23,818，
41,422 . 2 ,6 4 8 、 J ,7 4 ,0 7 3

〔評:〕 ダイャモンド「總濟統計ィ丨趣」昭不丨丨13i灌に依る、 

但※ 声の數字は笫A 表及び第十二表にょ る ；
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» . % ' へ  v

* パ s 丨 1 '

, 昭 和 1 8 年 * ！̂ 國 f 残 楚 期 狹 客 の 鐵 迸 局 別 分 類 （ 取 位 r r / i i 人 ） 笫 十 四 灸

m ル： •ェ 丨 ^ el.‘ '■

• 158 > 163, 641
• 3 i 32、 、 - 108 た

* 65 ' 80 259
44 , 3 4  ^ 118 ■

、 ，40 •VjV：料 . . へ.::ル ''翁 :
::麵 辑 '  'ン.. ， 13 ' * 5 6 . ,

4' / 37
, 12. 6 へ 32

こ： ..... ' — ヘ ノ 1

1 3 9 1 . ' 358 パ 、 1,352

’ 國 鐵 足 期 旅 客 の 延 人 ム 丨 數 分 析 （ 堺 位 T T 腐 人 ） 站 十 三 表 .
.... '--..'し へ - ' . - - - ......... . く...... •

} /
n  .如 ' m  i k 計

• m 不丨丨11, ^  1 m 238 67
* 一  12 282' .；:：：；■：：,： 246 ；； 96 623

, 、 13, 、 310 146 •， 722
、 14 ' , ： • : 358 ’;:':ジ 酿 ： '_:v: • 1 8 9 8^8

♦- > . 1 5 : , -  ̂ 480 、 342、 208 9 8 1 、

. 16 . , ■ 631. 888 , 2 2 5 ' 1,144 '
い :'V ノ17 V • 629 396 、 285 * 1,211 |

、' メ 18 … 卿 * 391, 、 • 358 r 1,352 |

〔赴〕 （1 ) 上記ニ表は昭和19年度鐵逍要跑による
. ( 2 ) ， 期人W合計ほ紙十：r♦表の数字ば芯-丨:弟異がある
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• 國 鐵 旅 咎 一 人 當 勿 平 均 乘 ] IT肩 1數 〔 柳 、m . ) ,
• 、 ■； . ハ. . . ' M . ■ • ■ y . ' '

15屮 料 ’

41.9 40.4
13.0
2き 26.Q

丨1坪 尊 ; , 1 3 ^ ' 14 イft 15， 騎 : 1 8 ,

64.6 ■ 65.7 66.4 66.8 68.2 65.8 67.4 G9.3
16.0 15.9 16.1 .16.3 10.5 vl6,7 17.1 m

48.6 她 ン 細 ノ 46.3 45,8 旅 4  : 43.1 43.8

第 十 ヒ表及笫十八表は昭和19印度鐵逍驳赀による 
第十九去は第十六表により算|丨| 合

第 十 七 表 > '

18苹 19/十-

43.6 - 42.1
14,3 rl4.8
2&0 25.2

M 鐵 電 率 旅 客 一 人 當 り 平 均 乘 $ 籽 數 \ ( 职 位 料 ） 第 十 八 表

思1脚 ' 脚 13尔 14年 1&枏 16勺i Wy. 1 *

别 外 10.3 10.6 11.0 11.2 11.3 11.4 11.9 . 12.2

m 10.4 * 10.6
_ _ ^_ _

1,0,8 ,11,2 11.1 11.3 11,7 11.9

d :./、ヴ... /■' v-'：: て.，'::.：::. ぐ.k ，ベ .'V； ：'； ' ベ.：ノ い

常取運輸の分を除いね細鐵缺猓一人常り平崎乘ボ奸败c w m o

， ‘ . ' 、 策十九炎

思 11尔
聊 13 勺•: 卿

m 外
40,7 41.0 40.4 '41,9

： 觉 m 12.2 12.4 12.5 12.7
m 24.8 26.1 25.0 26.1
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マ，.，..—-•.r—————--- ---—,—__ 记沏外 ■记 M f?l* 趙 外 ^ 期 計

•昭 すI I 1 1 ザ 度 1 205 _ 396 601 2,117 ’ ,4,117 6,233；
‘し 、’， 1 2 へ 232 427 . — , 2,463 4,529 ' 6,992

13 , 282 i 603 . 785 3,115 : _ え •^548'
V  リ 14 , / 342 583 卿 ,3,836 • 6,3o^i 10,190
'… 、 15 - , .•マ.'‘. » •、 - . . . 她ソ ::': 659 1,080 *4,542 7,297 , 11,810
- 16 ' 、• 46Q 7 4 8 ， 1,207 5,231 分 a 4 i5 13,646

17 •. . -* • > ...• •• . . •• 471 •738 1,208 5-611 8,643 14,254
1 18 . 054 . 邓9 1,3 谷3 6,779, 9,166

- *  -
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旅 摔 人 Ctす族人 .;^.
----- -̂r—■ " • T / • f .
; ，旅 弈 人 钎 C m ガ 入 軒 ） .

，足 m nv 錢 外 '| 记 M 計丨-

昭 和 .11年 m •，
4 26ネ 、 197 、 458' 16；832 S,150\ 19,983
• ‘284 2 1 3 、 497 1 18,667 3,393 22,060.

’ 13 . 320 239 ‘ BOO 21,241 3,844 25,085

■ '， 14/ 396 、29b . 688 27,102 4,765 31,868
‘、 15 _ 2 357 819 31,591 5,909 、37,499

， .16 ， 625 440 965 34,532 7 ,3 6 7、' 41,89^
V ? - . 、 555 516 *1,071 37,392 ^805 46,197
185 . 879 646 ‘1,525 47,019 11,169 68；127

笫十二表及第十：E 表よ,y « 出



' k 義 — 知 跣 學 會 ’* ； ■. ； i ■ - \   * ■ 7 ■ t；• 、 • ■  ̂ \ r
t » « X, < > 、 、

ヘン'、.’:'.' ■■I- :’ •ノ： ％ ) V ■：■■/ " I.,.1— 二 .ハ：•ベパ..,：ベ-....ぐ-ぐ，.ゾ ' •..'ノン. ベ.-、：-..-'.へぃ. : ノ ：.••..'•..-.パ：• • 'V、ソ，孑'-.:'ぐ：：.ぺ■ ■ ； ■ ■■ "'■：
* *f 1 • •、 * » •  ̂  ̂. ■<， f 灰

/ \ , ノ • 1
' f ぃ . , ( »

し.'.， •へ''} .... :、 V い、 ，■，ベ. .：. •ご•ご、；ン' . . レ ：：，. つ. .：. ..，ベ' .'.V.-、 . . ' . ぐ . ：' . パ ',ゾ

. ， … - - . •  . ?-；， . ' •

"
,:

k

'
 

.

.
;«
. 

靈

•

捕

璨

_

1

1

:

¥

谈
期
獨
S

市
の
I

:

麵

料

婵

村
.
兼
.太

郞

.

(

こ

Hi

高

象

平

西

洋

經

濟

古

書

解

題

>
*

.

.

.

.

.

....

.

.

.

.

.

.

.

..

.

/ 

3

千
/\
?|

十
山
ハ
把
版
ジT:丨
ン•

V

丨

セ

ッ
.!
'
夫
人
^

-
ぃ.

T

鶴

親

切

掌

る

會<站」

-

•
1
€
様

誠

.

郞

(

£

,

マ
ル
>

ス
的
M

想
の
！
^

^
 

r

:

•
f9
嘸
t«

t«

*

■

■

:

a

_

c

_ 

-0
V

:
東
.
彌

.之

助

a
!
.
v

• %

<

各阈人口一人常り年間平均乘革囘數及び軒數ね骀5牟)、•'命 “ + 表，

. . .V

人、 ' > "■■... * ■ .'い' .■；■
，人 ri、

承V 7 构 
乘2H冏勸

*人常V C參 考 ） 
乘斿一人 
常り财 J 
乘ホ耗數

|乎 均  

:丨乘啡籽數
r m ■ ： >. ■ . ： * X \ '

来 m . 122.8 本 •降！の み Y ， • V  8,5* /  240 '66.7
、へ 聯 186.5 ク り 520 76.7；

ド、 イ ツ 67.1 ザ..，ル.̂ ;合む 1 9 3 7 ^ ' 22 > -690 26.5
フ ラ :.ン ス 1 41.9 本 ’.映，の•..み ) 瞬際_ ® 14 ' 540 , 38,1
英 . m 、45.8 W 余ア イ ル 、

’人ラ シ ド ノ p 訐年鐵 27 710. . 26.4
イタリー ,60.3 ク 2 > 130 61.6
H 氺 69 .5；内> 地 •の’み K ■14 * .340 , 24:5 ^
ク0 丨?[1•め 73.94 糊 卿 版 与  

名阙勢阖會
36
~~.丨 ■.—

1,000
■ ■■ ' (  ■ . . .. .  "v ,

> 28.0.-

但しわがけ}の人n —人常リ％♦均集；̂:gj薇が齒丟に於ける丨丨丨广淋 
ブ丨》近の数字ではないも例へば1的3年 に 於 て 人 把 )} 

や統計を示し，てゐる C成生舉爾著「鐵逍統計研究」！>,17)
* ■' ... • ;■ • 5 ' ： ：■•. ' • > . , ‘ ■> ： . "  > . -  ' へ- • -；■ . .
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1 8 , ' 225 40 '  306 65 144 . . 21 79
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